
情報発信の徹底
分かりやすい政治へ

発行元：日本維新の会横浜市会議員団　柏原すぐる　横浜市中区本町6-50-10 議員室6階  TEL:050-3637-5722 / FAX:045-663-1501 / E-Mail: info@kashiwabara-suguru.com 

柏原すぐる 2025.07
横浜市会議員団

市政報告

柏原すぐる
政務調査事務所

かしわばら

の

～まちの未来を共に考えるシンクノート～

Newspaper
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議員は約束をきちんと履行しているのか？

柏原すぐる 初任期
議員の

中間チェック
かしわばら

政治家の覚悟
身を切る改革

政治の透明化
情報公開の徹底

議会の活性化
住民のために
働く議会へ

議員の使える化
課題解決の加速

 対話する政治へ
開かれた報告会

課題山積で抜本改革が必要な中

議員報酬は約1,670万円

HPで寄付先と
金額を公開 

条例成立まで月額報酬の手取り
2割相当を被災地などに

総額約307万円寄付
(2023/5-2025/4の2年間)

税金の効果的活用/見える化を推進
・事務所費ゼロ
・8割を広報や調査研究費へ

政務活動費は年660万円交付 市民の声と調査/分析から
登壇20回/質問項目 348件

議会での問題提起や実現例
・鶴見駅西口喫煙所の密閉型へ移行
・学校健診未受診者への対応前進
・ペットの同室避難の取り組み前進
・データに基づく公園空白地へ対応
・5歳児健診実施への検討が進展
・国際園芸博覧会のプロセスや予算
執行に関する透明性確保など

区役所・市役所・国などの
関係機関と連携対応 ・市政レポートの発行回数：10回

・同レポート発行部数：約59万部
・タウンニュース市政報告：12回
・公式HP表示数：約3.9万回
・Youtube視聴回数：約6.6万回
・SNS上の意見募集表示：約14万回

・対面とオンラインで
　市政報告会を実施（延べ8回）
・アーカイブでも視聴可能

公式LINEや電話、メールから
市民のご相談や要望

議員を知らない/横浜市政や議会
の様子が分からないのが現状

市政報告会の定期開催

お困りごと解決例
・獅子ヶ谷交差点路肩の補修
・弁天町の路面表示改善
・ゴミ集積場に係る住民トラブル
・公園内の受動喫煙問題など

　「議員は何をしているか見えないし、言ったことをやってるのか不明」　今号ではこの問いに答える

かたちで、柏原すぐるの任期4年の前半2年（2023年5月～2025年4月）の活動をご報告いたします。
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※本会議/局別審査での登壇数と質問項目数の合計

市政や議会活動の発信実績
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柏原傑（かしわばらすぐる）
1985年広島生まれ/鶴見区寺谷在住/妻と小学生

3人の５人家族/公立小中高を経て、千葉大学工

学部卒/民間企業を経て、2023年より横浜市会

議員/会派及び県連政調会副会長

こども青少年・教育委員会及び市民活躍・地域

コミュニティ活性化特別委員会 委員

市民の皆さんや様々専門
家と共にパートナーシッ
プで鶴見をもっと良くし
ていきたいと考えます。

1.鶴見区のビジョンを策定

広域な横浜市の都市戦略とは別に自分
たちのまち“鶴見”のビジョンを策定

議会で継続的に提言。区政100周年で加速を

7.副都心 鶴見駅周辺の成長

都市計画や規制緩和、優遇措置等で空地
活用/民間連携とエリアマネジメント推進

都市計画の区プラン早期策定の答弁を得る
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2＋3. 区長公募制・独自予算枠
せめて公募で選ぶ区長が引っ張る区政
を。区の権限強化で地域の成長を。

提案/質問するも進捗不十分。提言継続

10. みんなの保育/居場所作り
未就園児を無くし街ぐるみで子育てを。
居場所の持続的な運営を積極支援を。

誰でも保育園は進捗。現場の支援は限定的

11. スポーツ先進都市つるみ
誰もが身近な場所で身体を動かし、仲
間と共にスポーツを楽しめる鶴見を。

提言するも、具体的な進展が乏しい

12. ふるさと納税で区予算確保
鶴見区のまちづくりを使途とする企業
版ふるさと納税の推進

区独自予算確保が主旨。他の方策含め要検討

地域や保護者の声が届く教育行政の実現
区民が鶴見区政に関わる仕組みの創設

4＋5. 区教育会議/区政会議

8. 鶴見区交通網の強化
中距離列車の停車や矢向駅周辺整備他
安全で健康、成長を生む交通政策推進

鉄道関連は進捗乏しく、安全対策はやや進捗

9. 区内で公民連携事業の推進
PFIやPark-PFI、公共資産活用など公
共空間魅力化と財政健全化を推進

豊岡町複合施設が進展も他は大きな進展無し
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13. 給食の学校調理方式実施
中学校給食を小学校のような自校又は
親子方式で可能な学校からモデル実施

議会と予算要望で提言するも見通せない

6.緑と公園が身近な街づくり
公共空間の余白に不足する緑や憩いを
増やし、心地良く気持ちの良い街へ

議会質問で前向きな答弁。成果を今後追求

　柏原すぐるは、当選前に街への視点として横浜のビジョンとは別にTSURUMI2023「30万人都市の鶴

見からやりたいこと」をお示ししました。共に考え、鶴見をもっと前へ進めるため進捗をご報告します。

TSURUMI 2023～鶴見から始める13のアクション～ 【進捗状況】

ご意見をお寄せください

【報告】教職員不祥事を受け、
市長・教育長へ緊急要望書提出

　6月24日横浜市立小学校に勤務する教員

が、児童の撮影等により逮捕される重大な

事案が発生。これを受け、6月27日に緊急

要望書を提出しました。子どもたちの心の

安全を最優先に、説明責任、専門的支援、

全施設での対策、端末管理の徹底などを強

く求めています。なお、毎年秋には市長に

対して予算要望書を提出しています。昨年

は5テーマ/97項目を政策提言しました。

要望書
詳細は
コチラ

緊急要望書提出の様子

予算要望書提出の様子


